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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、燃料デブリの取り扱い、臨界管理、保管管理等に必要な

性状把握において、キーとなるアクチノイド核種の化学分析を中心に、

最適な試料前処理・分離・分析プロセスを開発し、将来計画されている

燃料デブリ分析の効率化・合理化を図るとともに、一連の研究業務にお

ける人材育成を通し、福島第一原子力発電所廃炉推進に資することを目

的として、以下の項目を行う。 

特に、近年分析化学分野、放射化学分野で成果を上げつつある極微量

分析（ICP-MS/MS）を原子力分野に応用することにより測定核種を単離

するための前処理をせずに高精度で分析できる手法を開発し、分離前処

理を省力化し、迅速な分析工程を確立する。 

１）模擬燃料デブリの溶解特性評価 

２）燃料デブリの主要分離・分析プロセスの確立 

３）模擬燃料デブリの作製 

４）ICP-MS/MSによるアクチノイド元素分析に係わる基礎データの取 

  得 

５）廃棄物処分における燃料デブリの安定性研究 

６）人材育成 

２．総合評価 Ａ 
・今後必要となる燃料デブリ分析に必要となる微量な試料での分析技

術を確立し、大熊分析・研究センターとしっかりと連携を取った研

究開発を行ったことは評価ができる。 

・一方で、独創性、新規性はあるが、まだ実験室レベルにとどまって

いる研究項目が多いため、実用化に向けてステップアップして欲し

い。 

・人材育成としては、育成人数の増加や、積極的な口頭発表、論文発

表数の増加を目指して欲しい。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


